
8広報おうしゅう(令和２年３月)

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
計
画
の
各

種
最
新
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い
。。
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希希
望望
のの

ひ
か
ひ
か
りり

第

回
76

日
本
時
間
の
２
月

日
、
国

21

際
将
来
加
速
器
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ

Ａ
）
が
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｃ
国
立
加
速
器
研
究
所
で

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
国
際
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
議
で
文
部
科
学

省
は
、
昨
年
３
月
以
来
と
な
る
政

府
見
解
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
日
本
学
術
会
議

で
の
議
論
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

（
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ

ス
）
や
ア
メ
リ
カ
と
の
意
見
交
換

が
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況
な
ど
で

す
。
文
部
科
学
省
は
引
き
続
き
米

欧
と
の
意
見
交
換
を
実
施
す
る
と

し
て
お
り
、
今
後
の
議
論
の
進
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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文
部
科
学
省
は
、
昨
年
３
月
に

示
し
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
関
す
る
見

解
に
沿
っ
て
次
の
と
お
り
対
応
し

て
い
る
。

敢
国
内
の
検
討
状
況

・
日
本
学
術
会
議
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
２
０
２
０
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｌ

Ｃ
計
画
は
重
点
大
型
研
究
計
画
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
計
画
に
な
っ
た

た
め
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
審
査
の

対
象
と
な
る
。

柑
欧
州
の
検
討
状
況

・
次
期
欧
州
素
粒
子
物
理
戦
略
に

向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
電
子
・
陽

電
子
衝
突
型
加
速
器
の
選
択
肢
に

つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と

承
知
し
て
い
る
。

桓
国
際
的
な
意
見
交
換

・
米
国
か
ら
は
、
日
本
が
Ｉ
Ｌ
Ｃ

計
画
を
ホ
ス
ト
す
る
場
合
に
は
支

持
す
る
こ
と
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
具
体
的
な

貢
献
の
表
明
は
な
く
、
米
国
内
で

の
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
承
知
し
て
い
る
。

・
欧
州
に
つ
い
て
は
、
２
月
に
独

仏
英
と
の
４
者
で
の
意
見
交
換
を

初
め
て
実
施
し
た
。
独
仏
英
か
ら

は
、
現
時
点
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
参

加
す
る
資
金
的
な
余
力
は
な
い
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

棺
ま
と
め

・
巨
額
の
経
費
を
要
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ

計
画
は
、
技
術
的
成
立
性
や
国
際

的
な
分
担
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
解
決
さ
れ
、
国
内
外
の
幅
広

い
協
力
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
文
部
科
学
省
は
引
き
続

き
、
昨
年
３
月
に
示
し
た
見
解
に

沿
っ
て
、
素
粒
子
物
理
学
に
お
け

る
一
定
の
学
術
的
意
義
な
ど
に
も

鑑
み
、
関
心
を
持
っ
て
米
欧
と
の

意
見
交
換
を
実
施
す
る
。
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２
月

日
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
モ
デ
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ル
校
に
よ
る
「
未
来
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を

担
う
人
材
育
成
事
業
成
果
交
流

会
」
が
県
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
モ
デ
ル
校
は
、
幅
広

い
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

現
在
、
８
県
立
高
校
が
県
か
ら
指

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
取
り
組
み
を
発
表
す
る

水
沢
工
業
高
校
の
生
徒
た
ち

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
果
交
流
会

に
は
、
水
沢
高
校
や
水
沢
工
業
高

校
な
ど
か
ら
約

人
が
参
加
し
、

70

生
徒
た
ち
が
Ｉ
Ｌ
Ｃ
へ
の
取
り
組

み
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

⠏
水
沢
工
業
高
校
の
発
表

こ
の
う
ち
、
水
沢
工
業
高
校
は

「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
知
る
・
伝
え
る
・
支

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
誘
致
が
も

た
ら
す
影
響
や
変
化
の
可
能
性
を

考
え
、
情
報
を
発
信
し
、
誘
致
活

動
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
１
年
生
が
盛
岡

市
の
岩
手
Ｉ
Ｌ
Ｃ
連
携
室
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
を
見
学
し
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
２
年

生
は
茨
城
県
つ
く
ば
市
を
訪
問
し
、

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）
を
見
学
し
た
ほ
か
、

つ
く
ば
市
の
街
並
み
を
分
析
し
て
、

未
来
の
奥
州
市
の
可
能
性
を
探
り

ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
の
成
果
は
、
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
文
化
祭
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
１
年
生
は
、

学
ん
だ
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
Ｉ
Ｌ

Ｃ
情
報
を
ク
イ
ズ
形
式
で
展
示
。

２
年
生
は
、
来
場
者
が
奥
州
市
の

未
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
に
、
調
査
し
た
つ
く
ば
市
の

航
空
写
真
や
人
口
の
変
化
な
ど
を

ま
と
め
て
展
示
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
奥
州
市
の
未
来
を
考
え
、
交

通
、
職
業
な
ど
４
つ
の
分
野
で
自

分
た
ち
が
考
え
た
ア
イ
デ
ア
も
展

示
し
、
来
場
者
か
ら
も
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
ア

イ
デ
ア
を
基
に
、
来
年
度
は
模
型

を
作
製
し
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

ま
と
め
で
は
「
本
年
度
の
活
動

で
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
実
現
し
た
場
合
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
」「
来
年
度
は

さ
ら
に
多
く
の
人
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
工
夫
を
重
ね
、
誘
致
活
動
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

9（2020.3）

日
差
し
の
う
ら
ら
か
さ
に
、
春

の
到
来
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
い
か
が
お
過
ご
し
で

す
か
。

２
月

日
、
全
日
本
農
は
だ
て

15

の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
暖
冬
で
雪
不
足
の
影
響
も

あ
り
、
残
念
な
が
ら
メ
イ
ン
行
事

で
あ
る
福
俵
引
き
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
庭
田
植
え
な
ど
の
行

事
は
実
施
さ
れ
、
皆
さ
ん
と
豊
作

を
願
い
ま
し
た
。
条
件
の
整
わ
な

い
中
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

同
日
、
市
教
育
委
員
会
表
彰
式

に
出
席
し
ま
し
た
。
学
芸
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
児
童
生
徒
が
表
彰
さ
れ
、

ユ
ー
ス
五
輪
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
水
沢

中
の
福
田
奈
生
さ
ん
も
特
別
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
、
さ
ら
に

飛
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

２
月

日
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

22

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ア
カ
デ
ミ
ー

の
受
講
生
が
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
実
践
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
受

講
生
に
は
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
力
添
え
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

同
日
、
食
の
黄
金
文
化
・
奥
州

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
高
校
生
ら
若
手
の
料

理
人
が
参
加
し
、
牛
肉
・
ピ
ー
マ

ン
な
ど
市
産
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
で
腕
を
競
い
ま
し
た
。
試
食
会

で
は
、
最
終
審
査
に
残
っ
た

人
10

の
趣
向
を
凝
ら
し
た
料
理
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
の
経
験
を
糧
に
、
今
後

も
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

先
月
は
、
奥
州
市
民
☆
文
士
劇
、

奥
州
前
沢
劇
場
、
奥
州
胆
沢
劇
場

が
上
演
さ
れ
、
多
く
の
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
、
キ
ャ

ス
ト
な
ど
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ

ん
が
、
ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

輝かせ隊の髙橋です。今

年は記録的な暖冬となり、

農業への影響がかなり心配

です。７月からは一部を除き小売店でのレジ袋有料

化も始まるということで、私たち一人一人が環境の

ことを意識しなければと感じています。

２月19、20日に大阪で「アグリフードＥＸＰＯ大
エキスポ

阪2020」という国内農産物の商談会が開催されました。

市からは、リンゴチップスのヨンボファクトリーさ

ん、リンゴジュース＆ジュレのおざ正りんご園さん
まさ

が初出展しましたが、来場者の反応は想像以上！

チップスもジュースも無添加で素材そのままの味と

いうこともあってか「リンゴだけでこんなに甘い

の？」「品種によって味が全然違う！」と多くの人が

驚いていました。「関西ではまだまだなじみの薄い果

物なのかも」と今後の販路拡大に期待が持てる催しで

した。

２月22日には、第８回食の黄金文化・奥州 料理

コンクールが開催され、水沢第一高等学校での最終

審査会と、プラザイン水沢での表彰式＆試食会に、ス

タッフとして参加しました。今年の料理テーマは「奥

州市産の牛肉とピーマンを使った『元気が出る』レシ

ピ」。最終選考に残った10人のうち７人が北海道や

三重県、兵庫県と遠方から参戦した人たちですが、岩

手の食材や郷土料理を調べてメニューに生かしてい

ました。賞を取ることも重要ですが、その土地の食

文化や素材を活かすメニューを考えることにも大き

な意義があると感じた一日でした。

地域おこし協力タイムスは今月号で終了します。今

後の隊員の活動はそれぞれのＳＮＳをご覧ください。

陰 隠 韻 吋

陰輝かせ隊・フェイスブック、隠同インスタグラム

韻Ｗａｌｋ
ウォーク

ｏｎ
オン

Ｓｏｉｌ・フェイスブック
ソイル

吋カヌー普及推進員・フェイスブック

現在市で活動している地域おこし協力現在市で活動している地域おこし協力隊隊の隊員が交替でお届けします。最終回の隊員が交替でお届けします。最終回とと

なる第13回は「食の黄金文化・奥州輝かせ隊」の髙橋史江さんですなる第13回は「食の黄金文化・奥州輝かせ隊」の髙橋史江さんです。。

・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

料理コンクール

試食会では、私

が制作した、農

家さんのインタ

ビュー動画を上

映しました




